
ココぞ関西、だけでない関西

滋賀県

大津市の魅力(大津市)－大津百町の町家と近代建築

大津市の中心市街地である京阪電鉄浜大津駅からJR大津駅にかけての一帯

は、江戸時代「大津百町」と呼ばれ、宿場町・港町・三井寺の門前町として栄え

た地域である。この地域は太平洋戦争での空襲を受けておらず、道路は拡張

されているものの、江戸時代から昭和戦前にかけての町家や近代建築が数多

く残されており、登録有形文化財となっているものも多い。これらを一つの集合

体として、古い町並みを散策することも、大津の魅力と言える。
 

 

ただし、それらの建物には個人住宅も含まれており、外観のみの鑑賞となるが、中心市街地には大津百町館など

といった公開施設もある。(樋爪 修 大津市歴史博物館館長)

近江富士(野洲市)－琵琶湖の東南に立つ小山

JR東海道新幹線の野洲川鉄橋から上流側に見える小さい山。奥の山と手前

の川、ある人は小学校ではじめて描いた絵がまさにこの構図だったと言いま

す。さてこの山、標高432m、正式名称「三上山」。このちっぽけでローカルな山

が、意外と遠くから見えるのです。
 

 

北から東にかけては福井や岐阜との県境から、南から西では、生駒山(奈良

県・大阪府境)、ポンポン山(京都府・大阪府境)や京都西山、さらには北山の花脊峠などから。関西2府4県で見え

ないのは和歌山と兵庫の2県からだけ。そのかわり三重県の霊山(名阪国道の南)からも見えます。こんなに小さな

山で、これほど遠くから見える例は多くはないはずです。まさにオール関西です。
 

 

実は私、この山を撮り続けて40年、上の地点も撮影ポイントの一部です。私の住まいは三上山の麓です。目の前

にある山を撮るのに、わざわざ50㎞も60㎞も離れた所まで出かけて行くのですから、われながらアホな遊びだと呆

れています。(八田正文 郷土写真家)

今津の浜からの風景(高島市)－冬の日の出

その瞬間を待つ間に佇む湖岸に寄せてくる波の音が心を刻んでいく。湖西を群れとなり泳ぐ鴨は湖のなかに入り、

また浮きあがり、飛ぶ。伊吹山の稜線を浮きあがらせた朝陽は、竹生島をいだいた湖面を圧倒的な色々と光線量

で変えていく。藍色から黄金色、オレンジから青色へと、空からそして湖を豊かなグラデーションで刻々と変えてい

く。清々しく豊潤な風景が心にエネルギーを充填していく。
 

 

この湖西の風景は古代、この地に育った継体天皇や、戦国時代の武将たち

や、近世に日本海の地域と京都・大坂をつなぐ交通・輸送ルートの中継地とし

て歩いた旅人たちの心を癒し、力を注ぎつづけていたのだろう。昼間の今津か

らの風景も美しいが、私は日の出の湖西、それも冬の湖西がよい。(池永寛明

大阪ガス(株)エネルギー・文化研究所所長)

滋賀県ではほかに、居初氏庭園、信楽町窯元巡り、木地師発祥の小椋谷、八幡堀、水郷めぐり、沖島、木

之本、赤後寺の十一面千手観音像、食の面では「鮒ずし」などをご紹介しています。

京都府

上賀茂神社(京都市)－観月の宵

2016(平成28)年9月、上賀茂神社の賀茂観月祭で献花を担当した。社殿の背

後に神山の稜線がほの暗く浮かび上がり、境内には松明が灯る。私は、なら

の小川に向かい、水差しにご神水を汲んで、川にかかる橋殿に上がった。一

対の花器にその水を注ぐ。小鼓と謡、能の独調に合わせ、白磁の瓶に一足早

く紅葉したナナカマドの枝を大きく振り出して挿す。脇に添えた水盤には、稲穂

に見立てたススキと色とりどりの秋草たち。振り返ると、そこには白い満月。月

明かりのなかで見る秋草の興趣には、神々しささえ覚える。(笹岡隆甫 華道「未生流笹岡」家元)

貴船神社奥宮(京都市)－静けさと厳かさ

美しい杜のなかの聖地である。本宮から貴船川に沿って700mほど進むだけ

で、静けさと厳かさがいっそう高まる。杉と楓が合わさって伸びる「連理の杉」

の風情も印象的だ。パワースポットの象徴が「船形石」だ。川筋を遡上してこの

地に辿りついた玉依姫が使用した黄色い船を、多くの小石で包み隠したものと

伝えられている。また、奥宮本殿の地下には龍穴があるという伝承もある。(橋

爪紳也 大阪府立大学教授)

霊山正法寺の夕陽(京都市)－法然も行なったという「日想観」に思いを馳せて

観光客で混み合う「ねねの道」から急坂を進み、奥へ狭い100段を超える階段

を登りきると別世界に至る。時宗霊山派の古刹と聞くが、失礼ながら時代劇に

みる荒れ寺に近い。ここの質素な縁台からはるか西山に沈む夕陽を臨み、

銘々極楽・仏法・いにしえを思う｢夕陽を見る会」は昨年(2016年)50回を超え

た。幹事さんとご住職のご苦労に感謝。(西村真一郎 朝日放送(株)社友)
 

愛宕山(京都市)－あたごやま?あたごさん?

京都の町を歩いていて、東の比叡山、西の愛宕山をいつも眺めていた。愛宕

山は「あたごやま」というのか、「あたごさん」というのか、「火の用心」にかかわ

る火の神さま(愛宕権現さん)の印象が強くて「あたごさん」の方がなじみやす

い。田舎の家では、高度経済成長前、都市ガスより前のプロパンガスを引くよ

りもっと前、かまどがあった。「あたごさん」はかまどの神さまであった。
 

 

明智光秀は、織田信長に乾坤一擲(けんこんいってき)の大勝負をかけた本能寺の変の前夜、愛宕権現に籠って

連歌で「愛宕百韻」を詠んだとされる。小説やドラマで何度も見てきたので、その場面も想像しやすいが、光秀はど

んな心境で愛宕山に入山したのだろうか。この山にはいつでも登れると思っていて、なかなか登ることができなか

った。退職して仕事にひと区切りがついたので、清滝から汗を流しながら、約2時間で愛宕神社のある山頂まで登

った。ときどき、市内を見下ろす展望のよい場所があり、涼風の木陰で疲れをとりつつ、市内を遠望する。表参道は

よく整備され、ハイキングの多くの老若男女が山頂をめざしていた。最後の長い石段を上りきり、愛宕神社に参拝

した。山頂は標高924m。長年登ろうとして登れなかった「あたごさん」にやっと登ることができた。(木全清博 滋賀

大学名誉教授)

京都府ではほかに、あみだくじ歩き、御土居巡り、峰定寺舞台造り本堂、金胎寺行場巡り、けいはんな学

研都市、京都丹波高原国定公園、食の面では「すぐき」「すはま」などをご紹介しています。

大阪府

豹柄おばちゃんはどこに?－統計から

堺の名所を案内する観光ボランティアさんがよく受ける質問に、「大阪のどこに行けば、豹柄のおばちゃんが見られ

ますか?」というのがあるそうです。博報堂調べによると、大阪の豹柄のおばちゃんは、ほんまは東京より少ない確

率なんです。マスコミが作った大阪のイメージと大阪に住んでいる者の実感がかけ離れていることが多い。京のぶ

ぶ漬も京都の人には大迷惑。関西の正しい魅力をマスコミも発信して欲しいですね。(旭堂南陵 講談師)

お地蔵さん巡り(大阪市)－幸せゲット!ななとこ参り

JR野田駅から大阪市中央卸売市場へ向かう界隈には、なぜかお地蔵さんが

やたらとあります。いずれのお地蔵さんもいつもきれいにされており、その前で

手を合わせている人も、よく見かけます。そのような心掛けの方が多い町、とい

うだけで、何か嬉しくなってきます(まあ、私もときどきは、手を合わせます)。数

あるお地蔵さんのうち、ななつを巡れば幸せになれる、という「ななとこまいり」

という風習が、この地域には残っています。
 

「ななつのところ」をまわるので、「ななとこ」だそうです。いい風習だなぁと思います。(古山喜章 経営コンサルタン

ト)

芝川ビル(大阪市)－ウイスキーの「聖地」!?

見るからに古色蒼然とした鉄筋コンクリート4階建ての建物。この芝川ビルが建

てられたのは大阪が日本一の大都会であった「大大阪」の時代です。数年前、

詩の朗読会ではじめて4階のホールに入りました。時代を感じさせる古風な佇

まいに圧倒され、何よりも生の声が思いのほかよく通り、感動しました。ウイス

キー好きのぼくには、このビルがちょっとした「聖地」になっています。ニッカウ

ヰスキーの前身、大日本果汁株式会社の創立総会が1934(昭和9)年、ここで

開かれたのです。議長はビルのオーナー、芝川又四郎氏が務めました。1階のニッカバー「ザ・コート」の止まり木に

腰をおろし、マッサン(創業者の竹鶴政孝)と妻リサの顔を浮かべながら、グラスを傾けるのも一興です。(武部好伸

エッセイスト・作家)
 

 

同ビル社長の芝川能一さんからもコメントをいただいています。
 

 

芝川ビルは、大叔父の芝川又四郎が1927(昭和2)年に自家事業用事務所として建設しました。建築に関心の高か

った又四郎が、デザインにもこだわり建てたビルでしたが、戦後は事務所中心のテナントビルとして安易な増築や

改装が繰り返され、建物の魅力は失われていきました。私が千島土地(株)(芝川家が創業した会社で、現在、グル

ープ会社が芝川ビルを所有している)に入社した当時、芝川ビルは数ある物件のひとつに過ぎず、担当者任せで、

とにかく古くて使いにくい、将来的には建て替えが必要な建物という認識でした。
 

 

転機となったのは2005年のこと。芝川ビルで開催されたイベントで建物の魅力に気づかされ、以後、活用へと大き

く舵を切ったのです。建物各所をオリジナルに近い状態に戻す工事を行ない、4階を貸スペースとして運営し、事務

所テナントを店舗テナントへと移行しました。良いテナントに恵まれ、今では芝川ビルは多くの方に愛される、上質

な大阪を代表するスポットのひとつとなっています。今後も芝川ビルの魅力を最大限に活かしつつ、微力ながらも、

建物を通して大阪の豊かな歴史や文化を発信していきたいと考えています。(芝川能一 千島土地(株)代表取締役)

あべのハルカス(大阪市)－上町台地の歴史伝える超高層ビル

高さ300m、日本一の超高層ビル「あべのハルカス」の展望台には、古代から

夕陽の名所であった上町台地の記憶が伝えられています。古代の大阪は殆ど

が海で、上町台地が半島のように突き出ていました。四天王寺が建立された6

世紀ごろも、海がすぐ近くにあり、大阪湾に沈む夕日がどれほど美しかったか

が目に浮かぶようです。四天王寺の石の鳥居は、春分・秋分の日に真ん中に

夕陽が沈むように造られており、またすぐ近くに夕陽丘の地名があります。
 

 

あべのハルカス58階の展望台に、大きなツインタワー(排気口)がありますが、その隙間には、ある期間夕陽が通る

ように設計されていて、より印象的に夕日を見ることができるようになっています。排気口内部は非常階段と排気

口ですので、本来ならわざわざ隙間を作って並べる必要がないのですが、「大阪の歴史や文化を感じてほしい」と

いう、竹中工務店の粋な計らいです。計算上、隙間には毎年4月25日～5月18日、7月25日～8月18日に夕日が通

るようで、期間中には案内板が設置されます。(難波りんご 阿倍野研究家)

今城塚古墳公園(高槻市)－これが大王陵だ!

古代の天皇(大王)陵の実態を明らかにし、今は緑の墳丘も自由に歩き回れ

る。隣接の今城塚古代歴史館には出土した埴輪や石棺(復元)などが展示さ

れ、大王陵の威容を伝える。宮内庁は天皇陵の立ち入りを禁止しており、中に

入れるのは全国でここだけだ。今城塚は6世紀前半の前方後円墳。全長

190m、二重の濠がめぐる。天皇陵に指定されておらず発掘調査され、埴輪の

分析などから学界は継体天皇陵を確実視している。そのシンボルが堤に隣接

していた「埴輪祭祀場」。家や武人、力士、巫女、馬、水鳥など約200点の埴輪行列が出土。亡き大王を悼み新大

王が即位する儀式を再現したと考えられ、復元埴輪が整然と並ぶ光景は壮観だ。日本最大の家形埴輪(高さ170

㎝)は神社そっくりで、本物は歴史館で見られる。ここは、私にとって目からうろこが落ちた〝歴史発見〟の現場で

あり、自然に親しみながら考古学を学べる一石二鳥の場だ。(山口安昭 泉大津市文化フォーラムマネジャー)

千早赤阪村の風景(千早赤坂村)－大阪府唯一の村

大阪府にもまだ村があることを知る人は、それほど多くない。大和・河内国境に

聳える金剛山のある地域だが、関西の人は金剛山に何度も登っても、そこが

千早赤阪村だということをあまり意識しない。楠木正成が千早城や赤阪城を築

いて、南朝の後醍醐天皇に味方した歴史遺産は言うまでもなく、下赤阪城の

背後に広がる「日本の棚田百選」に名を連ねる棚田の風景、千早川に泳ぐ鱒

の群れ、山と山に囲まれ集落が点在するさまは額のなかの風景だと称した人

がいた。「日本で一番小さな道の駅」と言われる道の駅「ちはやあかさか」。
 

そこは、楠木正成生誕地の産湯の井戸があるところ。楠木氏の家紋の菊水紋に彩られ、近郷の総氏神として延喜

式内社の建水分神社が鎮座する。水の神さまであるとともに、20基近い秋祭りのだんじりは、勇壮そのもの。村の

人々の意気が伝わり、村をいつまでも愛し続けるオンリーワンの精神を感じずにはいられない。(西田孝司 松原市

社会教育委員長)

大阪府ではほかに、なにわことば、民間放送始まりの地、中之島図書館、高津宮、隠れキリシタンの里、

太陽の塔、観心寺、吉村家住宅、食の面では「バッテラ」「芭蕉せんべい」などをご紹介しています。

兵庫県

摩耶山・掬星台(神戸市)－日本三大夜景の一つ

日本三大夜景を一望の下にできる標高702mの掬星台、女人高野といわれ仏

母・摩耶夫人を祀る名刹の「忉利天上寺」、そして日本三大廃墟と称される「摩

耶観光ホテル」がこの独立峰の周囲に集まる。麓から通じる「まやビューライン

(摩耶ケーブル・ロープウェイ)」はサポーターとして年間5,000円の会費で1年中

乗り放題となる。ロープウェイ星の駅から歩いて10分の瀟洒(しょうしゃ)なリゾ

ート施設のオテル・ド・摩耶では夜景を楽しんだ後、リストランテで食事も味わ

える。
 

 
1975(昭和50)年まで天上寺伽藍があった旧境内地一帯は自然公園に整備されて、周辺は六甲山系には珍しい原

生林が維持されている。10年前から掬星台では月1回第3土曜日の「リュックサックマーケット」が運営される中で賑

わいが生まれつつある。また、近年では明治初年に外国人居留地から摩耶山までの日本初のマラソン大会を開催

した実業家にちなんだ「シム・マラソン(シム記念・摩耶登山マラソン大会)」が毎年12月に行なわれている。(中尾嘉

孝 全国町並み保存連盟理事)

鉄人広場(神戸市)－私の好きな、長田の広場

「鉄人28号」の作者、横山光輝はお近くの生まれです。震災後18mの鉄人像が

でき、昨年お色直しも完了、コバルトブルーで震災復興のシンボルとなってい

ます。JR新長田駅の南西ですぐです。休日にゆけば、きっとイベントがありま

す。「くつっ子祭り」ではいい靴が安く買えます。
 

 

「高校生鉄人化まつり」は長田区の7つの高校の共同の自主企画です。「そん

なアナタを応援します」では関学(関西学院大学)の応援団がチアガールを含め、長田を元気つけてくれます。夏は

ビアガーデンが、超満員です。「長田っ子まつり」とか「長田フェスティバル」とか区役所も手伝ってくれます。障がい

のある方もない方も共に参加する「ユニバーサルデザイン」や「一七市」など、ほかにも色々「長田のやさしさ」あふ

れるイベントが続きます。(和田幹司 FMわぃわぃパーソナリティー)

稲名野神社(伊丹市)－都会のなかのオアシス

JR伊丹駅より歩いて10分ほどのところにある住宅街のなかの神社です。かつ

て荒木村重が城主をつとめた有岡城(JR駅前に城跡)の惣構内にあった神社

で、有岡城の北の砦として存在していました。その面影が今も残る土塁跡に見

られます。酒蔵通りの突き当りにひっそりと佇む神社ですが、敷地内は広く、森

のような大木におおわれ、荘厳な雰囲気が漂います。お百度参りの場所や実

物大の神馬の人形などもあり本格的な神社の風格があります。北西は伊丹緑

地という散歩道へ続いていて、正に「都会のなかのオアシス」です。(脇 珠喜 ラジオパーソナリティー・ナレーター)

石の宝殿(高砂市)－日本三奇の一

JR山陽本線宝殿駅南にある竜山は古代より良質の石材産地で、竜山石の石

棺は、奈良県や山口県などへ約100例が運ばれているという。この石切場にあ

る生石神社のご神体が「石の宝殿」で、三方を磐に囲まれた池のなかに鎮座

し、「浮き石」とも呼ばれ、宮城県塩竈神社の鉄製大塩竈、宮崎県霧島神社の

銅製逆鉾とともに「日本三奇」のひとつとされる。巨石は高さ約5.7m、幅約

6.4m・奥行き約7.2m・推定重量500tで、『播磨国風土記』にも記載があり、8世

紀前半からさまざまな伝承があるというが、「家形横口式石槨(古墳の石室の一種)」説の研究者が多い。2005(平

成17)年、知人を案内して行った時、周りの水が抜いてあり、はじめて巨石の基部を見ることができた。周囲を回

り、確かに底が切り離されているのを確認し、興奮したことは忘れられない体験である。(八十定巳 播磨考古学研

究会代表)

置塩城(姫路市)－播磨赤松氏の居城

姫路駅を出ると、世界遺産姫路城を目当てとする外国人を含む多くの観光客

に出会う。しかし、姫路城以前の播磨国のシンボルは置塩城であったかもしれ

ない。姫路市中心部から10㎞ほど北へ進んだ山上にある。5haほどの城域に

50以上の曲輪が配された巨大な城である。石垣も残るが姫路城のようなもの

ではない。山麓からの比高差は310m。若い頃、はじめて登った時は結構骨が

折れた。中世と呼ばれた時代、播磨国を治めた赤松氏が居城とした。幹線道

路からも遠く、山登りもしなければならないので、現代の利便性や効率性の視点からすると、なぜここに?と疑問符

がつきかねない。しかしそこにこそ意味・理由がある。地域拠点は、歴史的・社会的要請によって移動する。置塩

城から姫路城へ。両城をあわせてみれば、中世から近世への時代の変化が見えてくる。(古野 貢 武庫川女子大

学准教授)

柏原八幡宮(丹波市)－神仏習合の名残

関西の神社やお寺には、神仏習合時代の名残をとどめたものが多く残ってい

ます。そのなかでも印象的なのが、柏原八幡宮です。町の中心の小高い山の

上に建っていること、社殿が美しいこと、そして社殿のすぐ背面に三重塔があ

って神仏習合時代の景観を色濃く残していることです。社殿は桃山時代の特

徴的な彫刻や、側面の大胆な花頭窓などが特徴です。
 

 

三重塔は修復後間もないためか、彩色が美しく、こちらも江戸時代の彫刻や彩色が大変見事です。篠山から一歩

足を延ばして、ぜひ訪ねていただきたい名所です。(酒井一光 大阪歴史博物館学芸員)

兵庫県ではほかに、六甲山天覧台、須磨浦山上遊園、太山寺、世界の貯金箱博物館、頼光寺、北条鉄

道、明珍火箸風鈴、食の面では「ざくろ」「神戸たこ焼き」「富松一寸豆」などをご紹介しています。

奈良県

秋の紅葉狩りは洞の紅葉(奈良市)－月日磐あり

紅葉狩りはもはや死語になったが、子どもの頃奈良町では、桜狩りとともに、

春秋の行楽行事で、ご近所や家族で誘い合い、弁当持参で出かけたものだ。

遠方ではなく近くの名所や社寺の境内だったが、わけてもよく行ったのは、若

草山の南から川沿いに奥山に入り、2kmも行ったところが「洞の紅葉」で、川向

うに月と日の形の大きな岩があり、周りの木々は綺麗に紅葉している、いかに

も鬼とは無縁な紅葉狩りの景である。
 

 

その紅葉に隠れるように瀟洒な戦前からの料亭が1軒、なんでも東京・新橋の料亭と繋がりがあるとか。もちろん

入ったことはない。今年も夫婦連の紅葉狩りと洒落たが、静かなものだった。(近江昌司 天理大学名誉教授)

旧奈良少年刑務所(奈良市)－近代化遺産

明治の5大監獄の一つ。設計は山下啓次郎、ジャズピアニスト山下洋輔の祖

父である。老朽化したため、移転や取り壊しが取り沙汰されたが、市民運動で

保存が決まり、2017(平成29)年、「旧奈良監獄」として重要文化財に指定の予

定で、将来はホテルやレストランに再生活用の予定。矯正展で公開の折、見

学。(黒田睦子 (公社)奈良まちづくりセンター会員)

金剛山麓薬種の庭・藤岡家住宅(五條市)－梅の古木が作るファンタジックワールド

金剛山の五條側山麓に、江戸時代から残る庄屋屋敷(薬商)、登録有形文化財

「藤岡家住宅」があります。屋敷の前の金剛山道と呼ばれる街道は伊勢道に

結び、江戸時代には、金剛山参り、伊勢参り、高野参りの人々の往来で賑わい

ました。7代目当主藤岡長和は戦前の内務官僚で、退官後は『ホトトギス』派俳

人(俳号・玉骨)として活躍しました。
 

 

そのため与謝野寛・晶子、高浜虚子、森鷗外ら文人たちの直筆資料が残され、庭には薬種(薬の材料となる植物)

があります。樹齢およそ300年の紅梅「長兵衛梅」は3月上旬～中旬に満開ですが、白壁やガラスにその色が反射

し、庭全体がピンクにかすむ美しさです。
 

 

各座敷には梅を描いた軸や雛人形を展示します。随時琴の演奏もあります。この季節だけでなく、内蔵の展示室

では3か月毎に展示内容を入れ替え、主に明治時代の資料が圧巻です。山麓の新鮮な風を感じながら文化のファ

ンタジックワールドに浸ってみませんか。(川村優理 登録有形文化財「藤岡家住宅」館長)

奈良県馬見丘陵公園とその周辺(広陵町・河合町)－古墳が並ぶ

馬見丘陵には、200mを越える前方後円墳の巣山古墳、180mの倉塚古墳、

105mのナガレ山古墳、近くに新木山古墳、少し離れて大塚山古墳などもあり、

古墳時代の前期末から中期の古墳が集中して造られています。
 

 

大型の前方後円墳は、いずれも大和の有力氏族であった葛城氏の首長墳で

す。大和政権下で政治力を有したことをよく伺うことができます。しかも、史跡

整備されたナガレ山古墳など、大半の古墳は遠くから見るだけでなく、墳丘に登り、古墳そのものを体験できるも

のです。また、公園内には古墳に対するガイド施設もあり、学習することもできます。(小笠原好彦 滋賀大学名誉教

授)

奈良県ではほかに、柳生街道一軒茶屋、京終さろん、葛城古道、笙の窟、大峯奥駈道、森野旧薬園、中

家住宅、食の面では音羽山観音寺の「精進料理」などをご紹介しています。

和歌山県

あら川の桃源郷(紀の川市)－ピーチ、ピーチ !

私のふるさと、紀の川沿いの桃源郷は、かつて桃山町という地名で、そのなか

でも安楽川村の名産「あら川の桃」は地域の自慢のブランドで、春には「一目

十万本」と言われる桃畑に花が咲き、町はピンクの絨毯を敷いたような見事な

景観。4月上旬には「桃山まつり」や「紀の川市桃源郷ハーフマラソン」も行なわ

れ、多くの花見客が訪れる。農家の女性たちは、桃づくりに精を出し、いつまで

も若々しく、ピーチ・ピーチである。(桂 文福 落語家・上方落語協会理事)

私の熊野古道(田辺市)－故人を偲ぶ

熊野古道が世界遺産になるよりずっと前。当時、本宮町役場の職員だったAさ

んは「熊野古道を国土地理院の2万5千分の1地形図に入れたい」と熱く語って

くださって、ならば、とにかくその道を歩きましょう、と、滝尻王子から本宮まで

歩きました。
 

 

途中、中辺路継桜王子の「とがの木茶屋」で泊。前夜の雨が朝にはあがり、宿

から見えるものは幾重にも重なる熊野の峰々にかかる白い水蒸気。「果無山脈」とはよくいったもの。「熊野には神

様がいる」(神は万物の神、即ち自然…とでもいえばいいでしょうか)と確信しました。Aさんは熊野古道が世界遺産

になる前に他界。「日本どころか世界の熊野街道ですよ」と、熊野古道を想うとき、きっと山のどっかにいるAさんに

語っています。(西本梛枝 旅行作家)

天神崎(田辺市)－自然と遊ぶ

毎年、夏休みに子どもたちと天神崎での合宿が始まる。もう15年続いている。

子どもたちに自然の素晴らしさと道具を使って手づくりのおもちゃを作る楽しさ

を伝えてくださっている、折る刃式ナイフ「オルファ」の岡田さんのセカンドハウ

スを利用して、親子で合宿するのである。
 

 

天神崎は「ナショナルトラスト」に指定され、夕日の沈む海岸の風景はことのほ

か美しい。「天神崎の自然を大切にする会」を支援されていて、釣りの大好きな岡田さんがここに家を持たれたの

を利用させてもらっている。手づくりの竿を使って潮溜まりに小魚を見つけて、やどかりの餌で釣るはじめての体験

に子どもたちは夢中になり、ウミウシなどはじめて見る不思議な生き物に驚きと感動を覚える。釣った小さな魚は

海に帰す。ギンギンギラギラ夕日が沈むと歌いながらの帰り道。翌朝は小さな子も朝まだ暗いうちに起きて、朝日

が昇るのを見に海辺へ。天神崎は最高である。(樋口須賀子 宮本順三記念館豆玩舎ZUNZO副館長)

湯の峰温泉と温泉粥(田辺市)－昔ながら

名湯、湯の峰温泉。川沿いに並ぶ温泉宿と白い湯気、つぼ湯に湯筒。昔ながらの雰囲気と熱すぎる程のお湯が好

きです。(でも、「つぼ湯」は熱いうえに濃すぎるのか?湯あたりしました)。老舗旅館「あずまや」でいただいた温泉粥

の朝食も忘れられません。(木村真弓 フリーアナウンサー)

和歌山県ではほかに、友ケ島、たけのこまん、天野盆地の水田景観、船岡山、熊野速玉神社の梛の木、

那智の滝、勝浦温泉露天風呂、食の面では「じゃばら」などをご紹介しています。


